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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】令和3年8月12日(2021.8.12)

【公開番号】特開2020-8061(P2020-8061A)
【公開日】令和2年1月16日(2020.1.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-002
【出願番号】特願2018-128751(P2018-128751)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｆ  15/129    (2006.01)
   Ｆ１６Ｆ  15/123    (2006.01)
   Ｆ１６Ｄ  13/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｆ   15/129    　　　Ｃ
   Ｆ１６Ｆ   15/123    　　　Ａ
   Ｆ１６Ｆ   15/123    　　　Ｂ
   Ｆ１６Ｄ   13/64     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月21日(2021.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項８】
　前記緩衝部材は、前記第１摩擦部材よりも大きい摩擦係数を有する、請求項１から７の
いずれかに記載のダンパ装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（８）好ましくは、緩衝部材は、第１摩擦部材よりも大きい摩擦係数を有する。この場
合は、第１摩擦部材が緩衝部材に当接すると、緩衝部材の表面に対してすべりにくくなる
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　以上から、捩り特性の１段目では、｛入力側回転体２０＋ハブフランジ２１＋サブプレ
ート３４＋スプリングホルダ３５｝が一体回転し、これらの部材に対して｛ドライブプレ
ート３６＋スプラインハブ４｝が回転する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００９４】
　この場合は、Ｌ－Ｈヒス発生機構１３によるヒステリシストルクＨと、Ｌヒス発生機構
１４によるヒステリシストルクｈＬとが発生する。具体的には、第１摩擦ワッシャ５１と
クラッチプレート２４又はスプラインハブ４との間、及び第２摩擦ワッシャ５２とスプラ
インハブ４との間、において摩擦抵抗が発生する。また、同時に、波線５６とサブプレー
ト３４との間、及びドライブプレート３６とスプリングホルダ３５との間においても摩擦
抵抗が発生する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　また、第１摩擦材６１は第１摩擦ワッシャ５１より低い弾性を有するので、第１摩擦ワ
ッシャ５１が第１摩擦材６１の緩衝部６１ｂに当接しても、第１摩擦摩擦ワッシャ５１が
損傷するのを避けることができる。さらに、緩衝部６１ｂは第１摩擦ワッシャ５１よりも
大きい摩擦係数を有しているので、第１摩擦ワッシャ５１が緩衝部６１ｂに当接しても、
第１摩擦ワッシャ５１がすべりにくく、第１摩擦ワッシャ５１の姿勢が変動するのを抑え
ることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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